
 

 

～～市民活動団体の活動内容～～ 
団体名（ 野田地方史懇話会 ） 

団体の活動内容                               【すべて公開】 

（１）団体の活動目的 

 野田市域を中心に、周辺地域を含めて郷土の歴史・文化遺産・自然・民俗・地誌などを学ぶと共に 

 会員自らが調査・研究を行いその成果を発表・公刊することを目的に活動しています。同時に史跡

探訪や古文書のサークルを通じて歴史好きな会員同士の親睦を深めることも大きな目的としていま

す。 

（２）団体の活動内容（詳細） 

◆学ぶ（市内外の講師を迎えて講演会を開催。一般公開もしています。 

《総会記念講演》年に 1回、総会開催時に市外の講師を迎えて講演会を開催 

令和５年５月 20日「野田の人々は川とどうかかわってきたか」歴史研究家「青野更吉 

令和４年 5月１４日「地球環境の変化」元川崎市教育委員会 増渕和夫 

《郷土史講座》 

 令和５年１０月 8日「祭りと人間―ヒトはなぜ祭りをするのか」元明治大学講師 水谷 類 

令和 4年９月 17日「鈴木貫太郎記念館の開館―建設をめぐってー野田市教育委員会 笹川知樹 

《野田の歴史を聞く会》長年野田に住んでいる方から地元の歴史を聞く会 

 令和６年２月１７日「宝珠花のはなし」むらさきの里ガイドの会 副会長 芝田栄太郎 

 令和５年２月１８日「昔話雑感」上花輪歴史館館長 高梨兵左衛門 

《会長を囲んで》下津谷達男会長（元 國學院大學栃木短大教授 考古学が専門） 

 年に２回 考古学を中心とした話を聞いています。 

◆調べる（会員が独自にテーマを選び調査・研究しその成果を発表 

 会員によるプロジェクト「野田の地名と歴史を調べ隊」を結成し７年にわたり野田の地名を調査し 

 その成果を平成３１年３月に『野田の地名―大字・小字・地番一覧と字界図―』として上梓。国会

図書館・各地図書館・地域の公民館に配布。またこれまでに『野田市の筆子塔』『野田・関宿の道

しるべ』『伊勢・西国巡礼旅日記』などを発刊 

◆史跡探訪 

 近隣の史跡・文化財などを見学 

◆展示会等 

令和元年６月８日～９月２３日 野田市郷土博物館にて市民の文化活動展「あなたの野田を見つけ

よう」展を開催、令和５年５月２０日『野田地方史懇話会３０年の歩み』を発行 

◆会報『かつしか台地』を発行 年２回発行   

 

（３）団体としてＰＲしたいこと、その他 

※団体ホームページ URL   (            ) 


